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調査実施内容

調査内容

消費者の商品購入時における判断項目を調査し、その意識につき検証する。

価格、ブランド、性能、安全性、環境配慮などの判断項目を設け、それぞれにつき、「全く重要でない」、
「あまり重要でない」、「どちらでもない」、「やや重要である」、「とても重要である」の５段階で評価。

回答者に対し、同じ評価を複数の項目に付すことは構わないが、全てが同じにはならないよう配慮するよ
う、注意喚起した。

調査対象商品（６種類）

生鮮野菜、ペットボトルお茶、洗顔料、肌着、暖房器具、乗用車

調査対象者

地域（７）：北海道・東北、関東、甲信越・北陸、東海、近畿、中国・四国、九州・沖縄

性別（２）：男女

年齢（５）：２０、３０、４０、５０、６０以上

セグメントごとの回答者数：４０名以上

回答者総数：２８７６名

調査実施時期

平成２１年３月１２日（木）～３月１７日（火）

調査方法

インターネット調査（gooリサーチ）
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要旨

１．生鮮野菜、ペットボトルお茶、洗顔料、肌着

①商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「安全性」等

が80～90％前後。→重要な判断項目として評価。

②「環境配慮(生産・輸送時)」又は「環境配慮(廃棄時)」についても、「とても重要」、「やや重要」を合わせると約半数。

→「価格」等には劣るものの重視。

２．暖房器具、乗用車

①商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」「性能」「安全

性」等が90％前後。→重要な判断項目として評価。

②「環境配慮(使用時）」は80～90％近い。→上記の判断項目と比較すると低いものの、重要な判断項目。

③「環境配慮（生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、50～60％程度。→「価格」、「環境配慮(使用時）」

等には劣るものの重視。

３．「環境配慮」と「ブランド」の回答との関係

「環境配慮」及び「ブランド」については、いずれの商品においても、「とても重要」及び「やや重要」を合わせると、ほ

ぼ同等、又は「環境配慮（使用時）」については「ブランド」を上回る。

→商品購入時における商品の「環境配慮」は、消費者にとっては、商品の「ブランド」価値と同様に受け止められるま

でに、その意義が高まっている。

４．年齢層別にみた「環境配慮」についての分析

①男女ともに、年齢が高いほど環境配慮に対する意識が高い。

②商品別に見てみると、

・生鮮野菜、洗顔料、ペットボトルなどについては、年齢別における意識の相違が大きい。

・暖房器具や乗用車など、使用時において継続的に環境負荷を発する商品においては、年齢別における意識の相

違が比較的小さい。
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生鮮野菜
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

産地

鮮度

見た目

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「鮮度」、「安全性」が
９０％前後の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。
・「環境配慮(生産・輸送時)」についても、「とても重要」、「やや重要」を合わせると約半数の回答率に達し、「価格」等には劣る
ものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「鮮度」、「安全性」が
９０％前後の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。
・「環境配慮(生産・輸送時)」についても、「とても重要」、「やや重要」を合わせると約半数の回答率に達し、「価格」等には劣る
ものの重視されていることが判明した。

92.1

95.6

73.8

58.6

87.5

49.7

2.5

9.1

1.1

16.0

15.7

3.1
（「有機栽培」や「遺伝子組み換えなし」など）

（輸送時のＣＯ２排出量低減など）
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39.7

6.9

44.6

4.8

47.8

15.7

14.7

43.5

39.5

44.9

30.9

35.1

34.7

38.5

12.4

32.5

8.3

40.9

12.8
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32.5
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4.7

4.3
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

ブランド

味

見た目

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（廃棄時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

ペットボトルお茶

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「味」、「安全性」が

８０～９０％の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・ 「環境配慮(廃棄時)」及び「環境配慮（生産・輸送時）」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせると半数を越える

回答率となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「味」、「安全性」が

８０～９０％の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・ 「環境配慮(廃棄時)」及び「環境配慮（生産・輸送時）」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせると半数を越える

回答率となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

83.2

21.1

35.7

46.4

50.4

82.9

89.5

53.2

4.4

23.4

4.3

2.2

14.3

16.6

（原料、含有成分など）

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）
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洗顔料

31.9

8.9

39.2

12.7

52.2

13.9

12.6

47.9

40.5

46

50.3

34.1

32.5

34.4

14.4

31.9

11.9

26

11

36.6

37

5.1

14.8

2.1

9.1

2

12.3

11.1

4.7

4.9

0.7

0.8

0.7

1.9

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

ブランド

効用

見た目、香り

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（廃棄時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「効用」、「安全性」

が８０％前後の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・「環境配慮(廃棄時)」及び「環境配慮（生産・輸送時）」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせると約半数の回答率

となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「効用」、「安全性」

が８０％前後の高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・「環境配慮(廃棄時)」及び「環境配慮（生産・輸送時）」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせると約半数の回答率

となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

47.0 16.0

46.4

86.3

63.0

85.2

49.4

79.8

17.0

2.7

11.0

2.9

18.7

5.8

（原料、含有成分など）

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）
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38.3

5.4

38

24.2

33

10.7

10

48.9

28.3

50.6

50.5

41.1

30.7

29.9

9.8

35.9

8.8

18.2

20.5

39.9

40.3

2.7

20.8

2.1

5.4

4.1

13

13.3

5.7

6.5

1.3

0.5

0.3

1.7

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

ブランド

機能性

デザイン

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（廃棄時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

肌着

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「機能性」が

９０％近くの高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・「環境配慮(生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせるといずれも

４０％程度の回答率となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、 「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」、「機能性」が

９０％近くの高い回答率を示し、重要な判断項目として評価されている。

・「環境配慮(生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、 「とても重要」、「やや重要」を合わせるといずれも

４０％程度の回答率となっており、「価格」等には劣るものの重視されていることが判明した。

33.7 30.4

87.2

39.9

41.4

74.1

88.6

74.7

3.0

2.6

7.1

5.4

18.7

19.8
（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（使用素材など）
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48.8

10.3

56.8

63.2

11.6

59.5

16.3

32.4

19.6

44.6

47.7

38.6

32.3

49.4

32.1

34

43.7

40.1

5.1

27.5

3.8

3.9

27.1

6.9

34.2

18

28.3

11

9.6

11.3

4.4

8.3

2.3

4.2

3.7

1.2

0.5

0.5

1.3

1.5

0.3

0.3

0.2

0.1

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

ブランド

性能

使用時の経済性

デザイン

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（使用時）

環境配慮
（廃棄時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

暖房器具

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」「性能」「使用時の
経済性」「安全性」が、いずれも９０％以上の高い回答率を示している。
・「環境配慮」についても、「環境配慮(使用時）」が８０％近い回答率(７６．１％)を示し、上記の判断項目と比較すると低いもの
の、重要な判断項目と評価されている。「環境配慮（生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、５０～６０％程度
の回答率を示しており、「価格」、「環境配慮(使用時）」等には劣るものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」「性能」「使用時の
経済性」「安全性」が、いずれも９０％以上の高い回答率を示している。
・「環境配慮」についても、「環境配慮(使用時）」が８０％近い回答率(７６．１％)を示し、上記の判断項目と比較すると低いもの
の、重要な判断項目と評価されている。「環境配慮（生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、５０～６０％程度
の回答率を示しており、「価格」、「環境配慮(使用時）」等には劣るものの重視されていることが判明した。

93.4 1.5

58.0

76.1

95.5

95.4

61.0

59.7

50.3

91.6

14.5

0.6

0.8

11.9

1.5

5.9

15.5

12.0
（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（使用時の省エネ性能、ＣＯ２排出量低減など）

（使用燃料（電気、ガス、石油）など）

（省エネ性能は使用時環境配慮に含む）
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20.4

25

49.7

43

34.6

39.7

38.3

3.7

18

4.7

11.3

4.4

32.1

12.4

26.9

5.5

2.5

9.2

2.3

6.7

2.7

3.1

24.1

42.4

64

56.3

68.2

44.5

31

38

26.3

0.7

0.7

0.9

1.1

0.4

0.8

0.3

0.4

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

価格

ブランド

性能

デザイン

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（使用時）

環境配慮
（廃棄時）

判
断
項
目

とても重要である

やや重要である

どちらでもない

あまり重要でない

全く重要でない

乗用車

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」「性能」「デザイ
ン」「安全性」が、いずれも９０％前後の高い回答率を示している。
・「環境配慮」についても、「環境配慮(使用時）」が９０％近い回答率(８４．２％)を示し、上記の判断項目と同等の重要な

判断項目と評価されている。「環境配慮（生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、６０％程度の回答率を

示しており、「価格」 、「環境配慮(使用時）」等には劣るものの重視されていることが判明した。

・商品購入時の判断項目として、「とても重要」及び「やや重要」を選択した割合についてみると、「価格」「性能」「デザイ
ン」「安全性」が、いずれも９０％前後の高い回答率を示している。
・「環境配慮」についても、「環境配慮(使用時）」が９０％近い回答率(８４．２％)を示し、上記の判断項目と同等の重要な

判断項目と評価されている。「環境配慮（生産・輸送時）」及び「環境配慮(廃棄時)」についても、６０％程度の回答率を

示しており、「価格」 、「環境配慮(使用時）」等には劣るものの重視されていることが判明した。

63.3

1.395.0

73.8

94.3

85.4

94.5

55.0

84.2

8.2

1.0

3.3

1.1

12.9

9.8

3.4

（危険回避装置、エアバッグなどの有無）

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（走行時の省エネ性能、ＣＯ２排出量低減など）

（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）
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暖房器具、乗用車の環境配慮における重要度の比較

暖房器具 乗用車
暖房器具及び乗用車の購入時において、仮に環境配慮以外の判断項目の評価が同じであると想定した場合、「環

境配慮(生産・輸送時)」「環境配慮（使用時）」「環境配慮(廃棄時)」のいずれを優先するかについて問いたところ、暖

房器具及び乗用車のいずれも、「環境配慮（使用時）」が８０％前後の高い評価となる一方、「環境配慮(廃棄時)」は

１０～２０％程度、「環境配慮(生産輸送時)」は約３％と低い評価に留まっている。

暖房器具及び乗用車の購入時において、仮に環境配慮以外の判断項目の評価が同じであると想定した場合、「環

境配慮(生産・輸送時)」「環境配慮（使用時）」「環境配慮(廃棄時)」のいずれを優先するかについて問いたところ、暖

房器具及び乗用車のいずれも、「環境配慮（使用時）」が８０％前後の高い評価となる一方、「環境配慮(廃棄時)」は

１０～２０％程度、「環境配慮(生産輸送時)」は約３％と低い評価に留まっている。

環境配慮
（生産・輸送時）, 3.3

環境配慮（廃棄時）,
16.9

環境配慮（使用時）,
80.0

環境配慮
（生産・輸送時）, 2.9環境配慮（廃棄時）,

11.3

環境配慮（使用時）,
85.8
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商品ごとのその購入時における環境配慮の重要度比較

商品購入時における環境配慮重要度比較（％）

乗用車　使用時, 84.2

乗用車　廃棄時, 63.3

暖房器具　廃棄時, 59.8

ペットボトル　廃棄時, 53.1

ペットボトル　生産・輸送時,
50.5

生鮮野菜　生産・輸送時, 49.7

洗顔料　生産・輸送時, 47.1

洗顔料　廃棄時, 46.4

肌着　生産・輸送時, 41.3

肌着　廃棄時, 39.9

暖房器具　使用時, 76.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

商品ごとに、その購入時の判
断項目として、環境配慮の重
要度を比較してみると、「暖房
器具」や「乗用車」の「使用時」
が８０％前後の極めて高い回
答率を示し、重要な判断項目
として評価されている。
その他の商品（肌着、洗顔料、
生鮮野菜、ペットボトル）につ
いては４０～６０％程度の回答
率となっている。

商品ごとに、その購入時の判
断項目として、環境配慮の重
要度を比較してみると、「暖房
器具」や「乗用車」の「使用時」
が８０％前後の極めて高い回
答率を示し、重要な判断項目
として評価されている。
その他の商品（肌着、洗顔料、
生鮮野菜、ペットボトル）につ
いては４０～６０％程度の回答
率となっている。

（「とても重要」「やや重要」の合計値）
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「とても重要」及び「やや重要」の割合からみた分析

① 「価格」、「安全性」、「環境配慮(使用時)」等は、「とても重要」の割合が一番高く、また、「やや重要」の割合も高くなってい

る。これらの判断項目は、商品選択における絶対要件であると考えられる。

② 「ブランド」や「環境配慮」（乗用車の使用時を除く） は、 「とても重要」の割合を大きく上回って「やや重要」の割合が一番高

くなっている。これらの判断項目は、商品選択において「あることが望ましい」という程度の要件であると考えられる。

① 「価格」、「安全性」、「環境配慮(使用時)」等は、「とても重要」の割合が一番高く、また、「やや重要」の割合も高くなってい

る。これらの判断項目は、商品選択における絶対要件であると考えられる。

② 「ブランド」や「環境配慮」（乗用車の使用時を除く） は、 「とても重要」の割合を大きく上回って「やや重要」の割合が一番高

くなっている。これらの判断項目は、商品選択において「あることが望ましい」という程度の要件であると考えられる。

25

49.7

34.6

38.3

3.7

18

4.4

32.1

12.4

26.9

5.5

9.2

6.7

2.7

44.5

68.2

64

20.4

24.1

39.7

26.3

31
0.9

0.7

2.3

3.1

0.4

0.4

3.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格

ブランド

安全性

環境配慮
（生産・輸送時）

環境配慮
（使用時）

環境配慮
（廃棄時）

乗用車の場合

判
断
項
目

（生産・輸送時のＣＯ２排出量低減など）

（走行時の省エネ性能、ＣＯ２排出量低減など）

（危険回避装置、エアバッグなどの有無）

（リサイクルによる廃棄時のＣＯ２排出量低減など）

：とても重要

：やや重要
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「環境配慮」と「ブランド」の回答との関係

・「環境配慮」及び「ブランド」については、いずれの商品においても、 「とても重要」及び「やや重要」を合わせると、ほぼ同等、

又は「環境配慮（使用時）」については「ブランド」を上回っている。

・この結果から、商品購入時における商品の「環境配慮」は、消費者にとっては、商品の「ブランド」価値と同様に受け止めら

れるまでに、その意義が高まっているものと推察される。

・「環境配慮」及び「ブランド」については、いずれの商品においても、 「とても重要」及び「やや重要」を合わせると、ほぼ同等、

又は「環境配慮（使用時）」については「ブランド」を上回っている。

・この結果から、商品購入時における商品の「環境配慮」は、消費者にとっては、商品の「ブランド」価値と同様に受け止めら

れるまでに、その意義が高まっているものと推察される。
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洗顔料
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：とても重要

：やや重要
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年齢層別にみた「環境配慮」についての分析

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男×20代

男×30代

男×40代

男×50代

男×60代以上

女×20代

女×30代

女×40代

女×50代

女×60代以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男×20代

男×30代

男×40代

男×50代

男×60代以上

女×20代

女×30代

女×40代

女×50代

女×60代以上

ペットボトルお茶（生産・輸送時）

生鮮野菜（生産・輸送時）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男×20代

男×30代

男×40代

男×50代

男×60代以上

女×20代

女×30代

女×40代

女×50代

女×60代以上

洗顔料（生産・輸送時）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男×20代

男×30代

男×40代

男×50代

男×60代以上

女×20代

女×30代

女×40代

女×50代

女×60代以上

肌着（生産・輸送時）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男×20代

男×30代

男×40代

男×50代

男×60代以上

女×20代

女×30代

女×40代

女×50代

女×60代以上

暖房器具（使用時）

「環境配慮」について年齢別にみてみると、

・男女ともに、年齢が高いほど環境配慮に対する意識が高いことが分かる。

・商品別に見てみると、生鮮野菜、洗顔料、ペットボトルなどについては年齢別における意識の相違が大きく、暖房器具や乗

用車など、使用時において継続的に環境負荷を発する商品においては、年齢層間における意識が比較的小さいことが分

かる。

「環境配慮」について年齢別にみてみると、

・男女ともに、年齢が高いほど環境配慮に対する意識が高いことが分かる。

・商品別に見てみると、生鮮野菜、洗顔料、ペットボトルなどについては年齢別における意識の相違が大きく、暖房器具や乗

用車など、使用時において継続的に環境負荷を発する商品においては、年齢層間における意識が比較的小さいことが分

かる。
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乗用車（使用時）


